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　従来の戦術における課題等を分析し、災害から得た貴重な教訓を加味して、
東京消防庁が総力を挙げて編纂した加除式書籍。
　平成４年の発行以来、全国の消防職員の座右の書として、実戦において活用
されてきた「消防戦術の原典」です。（※現在は販売しておりません。）

災害現場において、
指揮者に求められるものとは何か――

▶

『新消防戦術』とは…

詳細は
こちら！
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個人情報の取扱いについて　東京法令出版株式会社 個人情報保護管理者　専務取締役
★お客様の個人情報は、契約の履行及び関連製品の案内に利用します。
★本人の同意がある場合又は法令に基づく場合を除き、第三者に提供しません。
★利用目的の達成に必要な範囲内で取扱いの一部を委託することがあります。
★本人からの個人情報の利用目的の通知・開示・内容の訂正・追加又は削除・利用の停止・消去の求めに応じます。
★個人情報に関するご照会・お問い合わせ等は、弊社窓口（TEL026─224─5441、privacy@tokyo-horei.co.jp）までご連絡ください。
★お申込みには個人情報の提供が必要です。提供いただけない場合は、お申込みをお受けできないことがあります。

〈送料は実費、2部以上はサービス〉
貴社の個人情報に関する下記取扱いに同意し、上記のとおり申し込みます。 令和　　 年　　 月　　 日

□ 公用
□ 私用

お取扱者（自署）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  （TEL　 　　 ━　 　　 ━　　　 　  ）

お届け先
住　　所

団体名 　　部署名

〒

■申込先

〒381─0022　長野市大豆島3111

FAX  0120-338-923
TEL  0120-338-272（携帯電話からもお申込みできます。）
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この申込書は、このままFAXで下記宛にお送りください。
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中小隊長の活動要領 専門知識と技術の伝承
定価1,980円（本体1,800円＋税10％）〔コード11144〕

大隊長の指揮要領 統括指揮の体系・モデル化
定価1,980円（本体1,800円＋税10％）〔コード12704〕
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指揮の要諦 指揮者の心得
定価2,420円（本体2,200円＋税10％）〔コード14623〕

警防活動シリーズ 好評発売中！！

第４節　命　令　　　35

第４節　命　令

第１　命令の意義

　命令は、決心に基づく指揮者の意志の発動であり、指揮下の部隊又は隊員に実行を

命ずるものである。

　命令は、指揮の根源であり、受命者は、命令を理由なく拒否したり無視することは

許されないのであって、命令を忠実に遵守し、実行する義務を課される。また同時に、

発令者に対して、命令の内容及びその結果について、一切の責任と、実行を確認する

義務を負わせるものである。そのため、命令の発令には、慎重さが要求されるととも

に、一度発令した命令は、強固な意志を持ってこれを遂行させることが大切である。

　命令には、組織全体の達成すべき目的、受命者の達成すべき任務、目標を明確に示

す必要がある。そして、受命者がその任務を達成するための手段については、特に統

制が必要である事項のほかは示さずに、受命者が状況に応じて創意工夫する余地を残

すことが大切である。

指揮本部長の下命状況

第２節　大隊長　　　127

４　警戒区域の設定

⑴　火災警戒区域

　火災警戒区域は、消防法第23条の２に基づき設置することを認識する。

ア　ガス、火薬、危険物等の飛散、漏えい、流出等の事故で人的、物的に被害を

与えるおそれがある場合は、速やかに火災警戒区域を設定する。

イ　警戒区域設定に当たっては、測定器を有効に活用するとともに、関係機関及

び専門的知識を有する関係者と密接な連絡、協議を行うものとする。

ウ　警戒区域の設定範囲は、道路、街区、地番等で指定することを基本とし、最

初は安全を考慮して広めに設定する。

　　なお、設定範囲を縮小する場合は、測定器等で安全を確保した後、順次縮小

するものとする。

エ　警戒区域は、ロープ等で明示するほか、隊員、消防団員に指示し、あるいは

警察官の協力を得て必要な措置を講ずる。

オ　警戒区域を設定した場合は、警防本部に報告するとともに、消防隊及び付近

住民等に「設定時間、設定範囲、区域内の禁止・制限等」の必要事項を口頭、

拡声器などを活用して周知徹底する。

カ　火災警戒区域内では、原則的に火気、投光器など火花を発生するおそれのあ

る資器材の使用は禁止する。

現場救護所の状況

（フリガナ）

東京消防庁監修

東京法令出版公式Twitterアカウント

@tokyo_horei

最新情報はこちらから！
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